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壁面製作で季節を感 じています

東 村 山福 祉 園 だ よ り
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季節の行事に合わせた 給 食 を提 供 しています
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【2月2 日 ( 火) 節分献立 > 】

鬼の顔 に見立てたカ レー味の ピラフを 中 心 に、手作 りのいち ご

デザ ー トを添えま した。こん棒 はソーセージ、目玉はら くわ、角は

お菓子を使 いま した。ほとん どの子 ども達はお菓子か ら食 べ払めて

いま した ( 笑 ) お皿の蓋 を開ける 瞬 間 の子 ども達の反底 をいつも

楽 しみ に して います。

【3月3 日 ( 水) ひな祭 り献立 A 】

ひな祭 りは、五 目ず しを 中 心 にか ら揚 げとミニケ ーキを添 えた献立

で した。 いつ もよ り豪華なデザ ー ト付 きの献立 にとて も うれ しそ うな

女子たらで した。か ら揚 げは、 ほ とん どの子 ども達 が大好 きな料理で

す。「いい顔の写真 を撮 らせて くださーい ! 」 とお願 いするも、食事 に

夢中でなかな か顔 を上 げて くれな い子 ども達です。野菜料理 も残 さず

完 食 が多か ったです。

•

園で 行 って いる 「のびのびたいむ」では、子 ども達 と一緒 に身体 を動か した り制作 を し

た り、楽 しく活動 を しています。 今回は 『いち ご』を制作 して も らいま した。 シール を貼

った り、スタ ンプを押 した り して もらい、美味 しそ うないら ごが出来 上が りま した。 ご来

園の際には、作品に目を止めて いただけますよ うお願 い します。 3 月 「のびのびたいむ」

で も卒 業 式 を行 いま した。 卒 業 証 書 と活動の記録 を渡す と嬉 しそ うに していま した。楽

しく遊んだ子 ども達 も4 月か らは 小 学 校 に通 います。旅立らは少 し寂 しく感 じますが、 こ

れか らも 成 長 を見守 りた い と思 います。



を 行 いま した。「卒 業 を祝 う会」

ユニットで卒 業 を祝う会を 行 いました

例年であれば、卒 業 生 の保護者の方 をお迎え して、子ども達 ・職 員一緒に卒 業 を祝 う会 を

開催 しているのですが、昨年筒様に今年も、新型 コロナウ ィルスの感染予防のため、各ユニ ッ ト

にて字ども麗と顧 賞 だけで



ご卒 業 おめでとうございます

今年 こそ は普通の 卒 業 式 を迎 え られ ると思 って いたのですが、新型 コロナ感染対策で、

昨年 と同様 に今年度の 卒 業 式 も、 卒 業 生 と保護者 ・先生だ けでの 卒 業 式 とな って しまい

しま した。 職 員 が参列で きな いため記念写真は園 に戻 ってきてか ら園芸 ボラ ンテ ィアの方

が育てて下さ った菜の花 をバ ックに撮影 しま した。

令和 3 年 2 月 9 日 ( 火) に、 日本ア ンガ ーマネ ジメ ン ト協 会 のフ ァシ リテ ータ ーで もあ

る 日野療護園の西澤施設 長 に講師 をお願 い し、 コロナ禍 とい うこともあ り、 オ ンライ ンで

東 村 山 福祉園 と希望の郷 東 村 山 の会議室 をつな いで 「ア ンガ ーマネ ジメ ン ト ～ きほんの

“ぎ ’～」 研 修 を開催 しま した。

ア ンガ ーマネ ジメ ン トは、1970年代 にアメ リカで生 まれた 「怒 りと上手に付 き合 うため

の心理 トレーニ ング法」です。感 情 労働 とも呼ばれる福祉の仕事 を 行 うにあた って、自分

の 感 情 を上手 にコン トロールす る ことはとて も 重 要 な ことであ り、 虐 待 防止 はもち ろん

の こと、職 員 のメンタルヘルスにも効果が期待できる内容で もあることか ら、両 園 で多 く

の 職 員 が参加 し基礎か ら 学 ぶ ことがで きま した。*•♦■***#*at ・ 尊・ * 事 鈴・ 舞♦
【歯科研 修 】を開催 しました 3

令和 3 年 2 月 2 4 日 ( 水 ) に、当園の歯科医師である新村医師に講師をお願 い し、昨年 に

引き続 く内容で 「歯科 研 修 」 を開催 しま した。

研 修 の 内容 と しては、 虫歯 ・歯 周 病 等の基礎知識か ら、 日々のブラ ッシング方法 につ

いて詳 しく説明をいただ きま した。更 に、事前 に当園の 職 員 か ら新村医師 に聞 きたい こと

について ア ンケ ー ト調査 し、 多 く出され た質問 に対 し回答 をいただ くことがで きま した。

日 常 支援の中で、子 ども達のデ ンタル コン トロール を しっか りと 行 っていくことは、健康

管理 とい う面か らも非常 に 重 要 な事項のため、 職 員 に と って このよ うな 研 修 を受講で き

る ことは とて も有意義な機会 とな ります。
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は い い い え わ か らな いとららともいえない

24 1 0 0
• はい ・どちらともいえない

96% 4% 0% 0% 0%

さい し ょ くい ん せ つ め い

( 2 ) そ の 際、 臓 員 か らの 説 明 はわ か りや す か った で す か 。

は い わ か らな いい い えどろらともいえない

23 2 0 0

92% 8% 0% 0% 0%

2
さ くせ い しえ ん け い か く せ つ め い う

は い わ か らな いい い えとららともいえない

24 0 0 0

96% 0% 0% 0% 4%

は い い い え わ か らな いとちらともいえない

2 1 0 04
• はい ・どちらともいえない

84% 16% 0% 0% 0%

3
けい か しょ くい ん ほ う こ く

( 1 )

は い とららともいえない

23 2 0 0
• はい ・どちらともいえない

92% 8% 0% 0% 0%

( 2 )

は い とちらともいえない

22 3 0 0
・はい ・どちらともいえない

88% 12% 0% 0% 0%

実 施 期 間 : R2.11.28 - 122 1

( 個 別 ) 支 援 計 画 の 報 告入 所

む か い と う

無回 答

1

対 象者 数 :

無 回 答

0

無 回 答

0

無 回 答

0

無 回 答

0

回 答 数 :

60 名

入 所 ( 個 別 ) 支 援 計 画 を実 践 した 経 過 に つ い て 、 職 員 か ら報 告 を受 けて い ま ず か 。

い い え わ か らな い

入所 ( 個 別 ) 支 援 計 画 の説 明

( 1 ) 作 成 され た 入 所 ( 個 別 ) 支 援 計 画 につ い て 、

い い え わ か らな い

無回 答

0

• はい 無回答

令和2 年度 満足度調査結果報告

受 けた 場 合 、 そ の 報 告 はわ か りや す か つた で す か。

( 2 ) そ の 説 明 は わ か りや す か った で すか 。

25 人 ( 回 答 率4 1.6%)

今年度 は 「入 所 支援計画の 作成 につ いて」 に関する 調 査 を 1 1 月 か ら 1 2 月 にか けて

実施 しま した。結果の概要について は以下の とお りです。 ご家族の皆様 には、 お 忙 しい中

こ 協 力 いただきあ りが とうございま した。

( 1 ) 入所 ( 個 別 ) 支 援 計 画 を作 成 す る とき に、 職 員 は ご本 人 ・ご家 族 ( 後 見 人 含 む ) の 意 向 をお 伺 い して い ま す か。

入 所 ( 個 別 ) 支 援 計 画 の 作 成

ア ンケ ー トに ご 協 力 いただき、た くさんの ご意見 を 頂 くことが出来 ま した。 いた だい

た ご意見につきま して は、自由記述欄 の記入内容 を含め、全 職 員 にフ ィー ドバ ック し、今後

の園の運営に活か していきたいと思 います。

令和2年度利用者満足度調査 (家族用)結果

職 員 か らの 説 明 を受 けて い ま すか 。


